







































































































































沖縄では、 一九七〇年代から二つの契機に促され、 住民による 「慰














的な戦争の語りが中心だったが、この取り組みをきっかけに、住民の語りも重要なものと見なされるようになった だ。このよう 住民が沖縄戦について る機会を与えられる とによって、住民がみた「慰安所」や「慰安
婦」についての証言も記録に残ることとなっ

























ーマとす 本も登場する。一九八六年の『哀号・朝鮮人の沖縄戦』では、沖縄戦における朝鮮人被害という観点から 「慰安婦」に関するこれまでの証言や記録が集められ、 提示された （福地
 一九八六） 。










６』 （一九九一年一一月） 、 『沖縄戦の女たち

































この論文は、ホン・ユンシンが執筆したもので、 『戦後思想のポリティクス』の第三章に「沖縄から広 る戦後思想 可能性」として収録されている。本稿の問題関心 重要な論文であるため、後の節で検討する。
 
そして一九九四年の 『第五回全国女性史研究交流のつどい報告集』




ここまで、 沖縄の 「慰安所」 研究の動向を大まかに整理してきた。
この整理を通じて分かったことは、沖縄では一九七〇代から証言が聞き取られてきており、住民と「慰安婦」あるいは住民と「慰安所」の関係を考察するためにこうした証言が活用でき というこ だまた、一九八〇年代後半からは それまでバラバラ あった証言を集め、沖縄における「慰安所」の全体像 明らかにしようとする試みが始まり、一九 〇年代を通じて着実に精錬され きている。
 
 















語られがちな戦争の体験を、そこからこぼれ落ちる人々の視点から捉えなおすことに置かれていた。敗戦あるいは解放と二つの言葉で語られるその瞬間には、 「悲しむ人間」や「喜ぶ人間」だけでなく、「戸惑う」人間がいた ホンは指摘している。 こで想定されている「戸惑う人間」とは、日本の「臣民」とされていた朝鮮 兵士、日本軍兵士に「慰安 を与える存在とされた「慰安婦」 、日本人に差別を受けていた
沖縄の人々である。こうした問題意識から、彼女は
「分断」や「恐怖」に注目し、こうした人々 分析している。本稿では、 「慰安婦」たちが住民のなかからど ようにして分断されたのかについてホンが論じている部分を中心にみていく。
 
ホンは、日本軍が沖縄の住民と「慰安婦」たちを分断し、 「慰安所」
が「一般の女性」を守るために不可欠であるこ を認識させようとしたと述べている。これは同時に 隊の暴力性を隠蔽する もつながったという。一方、住民たちは、こうしたレトリックに納得
24 
し、 「慰安婦」の女性たちを自分たちとは異質なもの、 「一般の女性」のために犠牲になってもよい存在として分節化していた。例えば、辻のアンマー（お母さん）と呼ばれる貸座敷業者の女性たちは 愛国婦人会」 への入会を断られた経験があ
12。 アンマーたち自身も、

















ことを指摘している。 植民地からの女性で構成された 「慰安所」 は、住民の家から離れた家や離島や、山、原野、村 ずれに設置される傾向があったと述べている（ホン
 二〇〇五） 。こうした物理的な分

































客として「慰安所」を住民が利用する とはなかったにせよ、 「慰安婦」が住民と関わりを持たざるを得なかった場合もある。看護師として読谷村の大山医院に勤めていた玉城スエは、朝鮮人「慰安婦」の性病検査の時に、抵抗する彼女 ちに同情を抱きつつも、自らの業務をこなす他なかったという経験を語っている （読谷村史
 二〇〇
四） 。また、 「慰安婦」が、空腹 た 「慰安所」の周りを歩き回り食べ物をねだるようなこともあった。住民 これに応じてサツマイモなどをあげてい という（豊見城村史戦争編専門部会
 二〇〇一、
字誌編集員会











南風原町では、辻出身の「慰安婦」が民家に宿泊してい が、その家の住人が家族同様の付き合 をして た いう証言を る（南風原町史編集委員会
 一九九四ａ） 。こうした事例は、 「慰安婦」



































退きの命に応じ 後になって、 「慰安 」として使用されることを知った。中国大陸で兵士としての経験があった大田は、 「中国大陸で、慰安所が果して来た役割を熟知していたので 村の婦女子を兵隊から守らねばならないということで、止むを得ないと思った」という（浦添市史編集委員会
 一九八四） 。これは、承認と同時に家を提供
するという物質的な協力があっ こと 含意 る。また、宜野湾では、料亭だった場所が、 「慰安所」になったが、この時の斡旋役場が行っていたという証言 ある （字宜野湾誌編集委員会
 一九八





















































































































































































































































































































































































































































































































        
                           
31－沖縄の「慰安所」研究の再考―住民の役割に注目して― 
 
Reconsideration of Okinawan Ianjo Research:  




Beginning in 1944, the Japanese military established a large number of ianjo (comfort stations) in 
Okinawa, reportedly as many as 130. The Japanese military tried to separate the ianjo from the local 
communities in an attempt to prevent the leaking of military secrets, but in practice contact with the local 
population occurred. In previous studies, there has been hardly any consideration given to the role of the 
local population in ianjo development, however. 
In this paper, I am going to organize the evidence and research I have accumulated thus far as a 
preparation to conduct further research focusing on the role of the local population in ianjo development. I 
will explain how the research concerning Okinawa’s ianjo has developed. I will then explain why the role of 
local community was ignored in the past. 
In the process of my research, it became clear that research into Okinawa’s ianjo began prior to the 
development of the ianfu issue into a matter of public attention among Japanese in the 1990s. Testimony 
concerning ianjo and ianfu first began to be collected in 1974 as Okinawans and former ianfu were 
interviewed about wartime Okinawa. Then, in the late 1980s research collecting these individual testimonies 
began; that research has become the foundation of later historical studies of the ianjo and ianfu. However, it 
is clear that the majority of previous academic papers assume that the local population and ianfu were 
separated and there has been little work done focusing on that aspect. In order to undertake research that 
takes the role of the local population in ianjo development into account, I plan to carefully reexamine the 
testimonies thus far collected.  
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